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資料 

 資料-1 調査団員氏名、所属 

(1) 現地調査 

団員名 分野 所属 
竹内 博史 団長 JICA無償資金協力部 業務１課 
石岡 正信 業務主任/給水計画１  
藤原 廣輝 送水施設計画  
澤井 茂雄 給水計画２/市内状況調査/管網調査 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 
岡崎 明彦 漏水調査  
田原 輝男 水源状況調査  
上野 修作 調達計画/積算  
樺沢 昭男 社会環境/水道会計  
藤原 国威 電気設備計画  

 

 

(2) 概要説明 

団員名 分野 所属 

清水 曉 団長 JICAモンゴル事務所 

石岡 正信 業務主任/給水計画１  

藤原 廣輝 送水施設計画 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 

樺沢 昭男 社会環境/水道会計  
 

 

 



 

A-2 

 資料-2 調査日程 

(1) 現地調査 

メンバー 日順 月日 曜
日 

行動計画 
竹内 石岡 藤原 

廣 
澤井 岡崎 田原 上野 樺沢 藤原 

国 
1 6月 2日 月 移動（日本－ウランバートル） ○ ○    ○ ○   
2 6月 3日 火 表敬協議/JICA・日本大使館表敬 ○ ○    ○ ○   
3 6月 4日 水 現地視察 ○ ○    ○ ○   
4 6月 5日 木 協議 ○ ○    ○ ○   
5 6月 6日 金 M/M署名 ○ ○    ○ ○   
6 6月 7日 土 団内打ち合わせ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
7 6月 8日 日 休日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
8 6月 9日 月 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○   
9 6月 10日 火 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○   
10 6月 11日 水 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○   
11 6月 12日 木 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○   
12 6月 13日 金 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○   
13 6月 14日 土 団内打ち合わせ  ○ ○ ○ ○ ○ ○   
14 6月 15日 日 休日  ○ ○ ○ ○ ○ ○   
15 6月 16日 月 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
16 6月 17日 火 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
17 6月 18日 水 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
18 6月 19日 木 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
19 6月 20日 金 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
20 6月 21日 土 団内打ち合わせ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
21 6月 22日 日 休日  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
22 6月 23日 月 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
23 6月 24日 火 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
24 6月 25日 水 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
25 6月 26日 木 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
26 6月 27日 金 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
27 6月 28日 土 団内打ち合わせ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
28 6月 29日 日 休日  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
29 6月 30日 月 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
30 7月 1日 火 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
31 7月 2日 水 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 
32 7月 3日 木 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 
33 7月 4日 金 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 
34 7月 5日 土 団内打ち合わせ  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 
35 7月 6日 日 休日  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 
36 7月 7日 月 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○    ○ ○ 
37 7月 8日 火 資料収集・現地踏査等  ○ ○ ○    ○ ○ 
38 7月 9日 水 技術協議書署名/JICA・大使館報告  ○ ○ ○    ○ ○ 
39 7月 10日 木 資料収集  ○ ○ ○    ○ ○ 
40 7月 11日 金 資料収集  ○ ○ ○      
41 7月 12日 土 移動（ウランバートル－日本）  ○ ○ ○      
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(2) 概要説明 

日順 月日 曜日 行動計画 
1 9月 15日 月 移動（日本－ウランバートル） 
2 9月 16日 火 表敬協議/JICA・日本大使館、インフラ省、USAG、財務省表敬 
3 9月 17日 水 現地視察、協議 
4 9月 18日 木 現地視察協議、ウランバートル市表敬 
5 9月 19日 金 協議 
6 9月 20日 土 団内打ち合わせ 
7 9月 21日 日 休日 
8 9月 22日 月 M/D署名 
9 9月 23日 火 資料収集・現地踏査等 
10 9月 24日 水 資料収集・現地踏査等、環境省表敬 
11 9月 25日 木 JICA・大使館報告 
12 9月 26日 金 移動（ウランバートル－日本） 

 

 

 資料-3 関係者リスト 

 

所属 職位 氏名 備考 
ウランバートル市 市長 ENKHBOLD Miegombo  

Senior officer  
Construction and Urban 
Development Policy and 

Coordination Department 

Dovchingiin 
MYAGMAR 

 インフラ省 
Ministry of Infrastructure 

Director of Department of 
coordination of Policies of 
Construction and Urban 

Development 

I. SURENBAYAR  

Director General 
Department of Economic 
Cooperation Policy and 

Coordination 

Khosbayar 
AMARSAIKHAN 

 財務経済省 
Ministry of Finance and 

Economy  

Department of Economic 
Cooperation Policy and 

Coordination 

Lodoidamba 
NASANBUYAN 

 

外務省 
Ministry of Foreign 

Affairs 

Deputy Director 
Asia & America Department 

Yaichil BATSUURI  

Assistant of Minister P. NARANBAYAR  自然環境省 
Ministry of Nature and 

Environment 
Director 

Division on management of 
special protected areas 

Bayarsaikhan 
BAYARMAGNAI 

 

Director Osoryn 
ERDENEBAATAR 

 

Deputy Director B. PUREVJAV  
Chief of branch Buyantogtokh 

BAATARKHUYAG 
 

USAG 
Water Supply & 

Sewerage System Co. Ltd 
of Ulaanbaatar 

Project Engineer YANJINDULAM Zagdaa  
農牧省 

Ministry of Agriculture 
and Industry 

Senior officer  
Strategic planning unified 

policy department 

Ph. D. Urtnasan 
BORCHULUUN 
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 資料-4 当該国の社会経済状況 

国名 モンゴル国     

 Mongolia     

      

一般指標      

政体 共和国 *1 首都 ウランバートル（Ulaanbaatar） *2 

元首 大統領/ナツァギーン・バガバンディ *1,3 主要都市名 ダルハン *3 

 （Natsagiin BAGABANDI）  労働力総計 1,202千人（2000年） *6 

独立年月日・旧宗主国 1921年7月11日・中国 *3,4 義務教育年数 8年間（   年） *13 

主要民族/部族名 モンゴル人(95%)、カザフ人(5%)等 *1,3 初等教育就学率 93.7％（1998年） *6 

主要言語 モンゴル語 *1,3   *6 

宗教 チベット仏教(ラマ教)等 *1,3 成人非識字率 1.1％（2000年） *6 

国連加盟年 1961年10月27日 *12 人口密度 1.53人/Km2（2000年） *6 

世銀加盟年 1991年2月14日 *7 人口増加率 1.8％（1980－2000年） *6 

IMF加盟年 1991年2月14日 *7 平均寿命 平均62.9   男60.90   女64.90 *10 

国土面積 1,566.50千Km2(日本の約４倍) *1,6 5歳児未満死亡率 71人（1000人当り）（2000年） *6 

総人口 2,398千人（2000年） *6 カロリ供給率 1,981.4cal/日/人（2000年） *17 

      

経済指標      

通貨単位 トゥグリク(Tugrik/Togrogs/Tg.) *3 貿易量 (1999年)  

為替レート 1US$ = 1,117.30    （2002年12月） *8 商品輸出 454.3百万ドル *15 

会計年度 1月1日～12月31日 *6 商品輸入 -510.7百万ドル *15 

国家予算 （2001年）  輸入カバー率 3.1（月）（2000年） *14 

歳入総額 358,244 Million Togrog *9 主要輸出品目 鉱物資源、牧畜産品 *1 

歳出総額 353,580 Million Togrog *9 主要輸入品目 石油製品、自動車、機械設備類 *1 

総合収支      -19百万ドル    （1999年） *15 日本への輸出 8百万ドル（2001年） *16 

ODA受取額      217.5百万ドル   （2000年） *19 日本からの輸入 69百万ドル（2001年） *16 

国内総生産（GDP)      969.46百万ドル   (2000年) *6 総国際準備 230.1百万ドル（2000年） *6 

一人当りのGNI      390.0ドル      （2000年） *6 対外債務残高 858.8百万ドル（2000年） *6 

農業     33.3％     （2000年） *6 対外債務返済率

（DSR） 

4.7％（2000年） *6 

鉱工業    18.5％       （2000年） *6 

分野別GDP 

ｻｰﾋﾞｽ業     48.2％     （2000年） *6 

農業 男 ％女 ％  （1998-2000年） *6 

インフレ率 

(消費者価格物価上

昇率) 

53.7％（1990－2000年） *6 

鉱工業    ％     （1998-2000年） *6 

産業別雇用 

ｻｰﾋﾞｽ業     ％    （1998-2000年） *6 

実質GDP成長率         1.0％     （1990－2000年） *6 

国家開発計画 長期国民経済発展計画：1996－

2020（モンゴル）中期経済・社会開

発戦略：1999－2003 

*11 

 

気象 （    年～    年の平均）  観測地：ウランバートル市測候所（北緯47度54分、東経106度52分、標高1,351ｍ） *4,5 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/計  

降水量(mm) 0.0 0.0 3.0 5.0 10.0 28.0 76.0 51.0 23.0 5.0 5.0 3.0 209.0  

平均気温(℃) -25.6 -21.1 -12.8 -0.8 5.6 13.6 16.1 14.2 8.1 -0.8 -12.8 -22.2 -1.7  

               

*1 各国概況（外務省）  *10 Human Development Report 2002(UNDP) 

*2 世界の国々一覧表（外務省） *11 Country Profile(eiu)、 外務省資料等 

*3 世界年鑑2002（共同通信社） *12 United Nations Member States 

*4 最新世界各国要覧10改訂版（東京書籍） *13 Statistical Yearbook 1999(UNESCO) 

*5 理科年表2000（国立天文台編） *14 Global Development Finance 2002(WB) 

*6 World Development Indicators 2002(WB) *15 International Financial Statistics Yearbook 2002(IMF) 

*7 BRD Membership List(WB) *16 世界各国経済情報ファイル2002（世界経済情報サービス） 

   IMF Members' Financial Data by Country(IMF) *17 FAO Food Balance Sheets 2002年6月 FAO Homepage 

*8 Universal Currency Converter 注：商品輸入については複式簿記の計上方式を採用しているため 

*9 Government Finance Statistics Yearbook 2001(IMF)   支払い額はマイナス標記になる。 
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国名 モンゴル国      

 Mongolia      

        

我が国におけるODAの実績    （単位：億円） *18 

項目        年度 1996 1997 1998 1999 2000  

技術協力 18.13 19.33 24.65 19.29 19.58  

無償資金協力 48.03 50.46 52.75 53.74 65.68  

有償資金協力 58.27 42.98 0 0 61.39  

総額 124.43 112.77 77.40 73.03 146.65  

       

       

当該国に対する我が国ODAの実績   （支出純額、単位：百万ドル） *18 

項目        年度 1996 1997 1998 1999 2000  

技術協力 24.78 19.18 21.30 24.43 26.31  

無償資金協力 48.91 46.10 38.22 36.40 59.61  

有償資金協力 30.05 12.70 34.48 33.18 18.59  

総額 103.75 77.98 94.00 94.01 104.51  

       

OECD諸国の経済協力実績（2000年）   （支出純額、単位：百万ドル） *19 

 贈与（無償資金協

力・ 

有償資金協力 政府開発援助

(ODA) 

その他政府資金 経済協力総額  

 技術協力）(1) (2) (1)+(2)=(3) 及び民間資金(4) (3)+(4)  

二国間援助 128.0 22.8 150.8 -8.0 142.8  

(主要供与国）        

１．Japan 85.9 18.6 104.5 -3.4 101.1  

２．Germany  14.6 4.2 18.8 -2.3 16.5  

３．United States 12.6 0.0 12.6 0 12.6  

４．Netherland 3.8 0.0 3.8 0.1 3.9  

多国間援助 11.9 48.7 60.6 0 60.6  

(主要援助機関)        

１．AsDB     32.9 0 32.9  

２．IDA     14.1 0 14.1  

その他 3.1 3.0 6.1 1.8 7.9  

合計 142.9 74.6 217.5 -6.2 211.3  

       

援助受入窓口機関     *20 

技術協力 財政経済省経済協力事業管理調整局  

無償 財政経済省経済協力事業管理調整局  

協力隊 財政経済省経済協力事業管理調整局  

 

*18 政府開発援助（ODA）国別データブック2001（国際協力推進協会）  

*19 International Development Statistics(CD-ROM) 2002 OECD 

*20 JICA資料 



 

A-6 

 資料-5 討議議事録（MD） 

(1) 現地調査時 Ｍ／Ｄ 
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(2) 概要説明時（Ｍ／Ｄ） 
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